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委員長 岡﨑ひろみ

社
会
の
物
流
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
は
運
輸
労
働
者
で
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
、
教
育
、
環

境
衛
生
等
に
従
事
す
る
人
た
ち
と

同
様
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

で
す
。
「
24
年
問
題
」
は
過
酷
な

長
時
間
労
働
、
低
賃
金
に
よ
る
労

働
者
不
足
が
原
因
で
す
。
労
働
者

の
半
数
近
く
を
占
め
る
非
正
規
労

働
者
の
待
遇
改
善
、
格
差
と
貧
困

の
解
消
を
め
ざ
し
て
取
組
み
ま
す
。

か
い
正
康
は
次
の
政
策
を
基
本

に
訴
え
て
い
ま
す
。

■
正
規
労
働
が
基
本
。
非
正
規
労

働
、
派
遣
労
働
は
原
則
禁
止
。
官

民
を
問
わ
ず
非
正
規
労
働
者
の
正

規
化
、
待
遇
改
善
を

進
め
る
。

■
労
働
法
制
の
改
悪

を
許
さ
ず
、
長
時
間

労
働
を
な
く
す
。

■
全
国
一
律
で
、
今
す
ぐ
最
低
賃

金
１
５
０
０
円
の
実
現
を

か
い
正
康
さ
ん
は
、
行
く
先
々

で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
対
話
。

昨
年
訪
れ
た
神
戸
六
甲
の
倉
庫
群

で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
並
ぶ

車
や
休
憩
中
の
車
、
場
内
で
作
業

中
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
人
た
ち
に
も
「
大
型
14

ト

ン
・
低
床
・
4
軸
で
22

年
間
ド
ラ

イ
バ
ー
や
っ
て
ま
し
た
」
と
話
し

か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
は
ど
ん
な
働
き
方

だ
っ
た
の
か
（
有
給
、
労
災
、
退

職
金
、
弁
済
金
等
々
）
、
具
体
的

な
事
を
話
す
と
、
反
応
が
ど
ん
ど

ん
返
っ
て
き
ま
し
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
名
刺
を
渡
し

に
行
く
と
、
ド
ア
や
窓
を
開
け
て

受
け
取
っ
て
く
れ
る
人
が
多
く
、

寒
風
の
中
で
し
た
が
勇
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。

生
き
づ
ら
い
社
会
を
変
え
る

労働者を人としてあつかえ！
格差と貧困を解消しよう

かい 正康

か
い
正
康
・
参
院
選
の
政
策
そ
の
３

夏
の
参
議
院
選
挙
は
少
数
与
党
を
追
い
込
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
新
社

会
党
市
民
運
動
委
員
長
の
か
い
正
康
さ
ん
は
選
挙
政
策
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
労
働
と
生
活
、
格
差
と
貧
困
に
対
す
る
政
策
を
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
対
話

トラックドライバーと対話
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お問い合わせ先週刊新社会を

読みませんか

福
島
原
発
の
大
事
故
か
ら
14
年
た

ち
ま
し
た
。
福
島
原
発
以
降
、
政
府
は

曲
が
り
な
り
に
も
「
可
能
な
限
り
原
発

依
存
度
を
低
減
」
と
の
方
針
で
し
た
が
、

こ
れ
を
１
８
０
度
大
転
換
し
た
「
第
７

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
を
２
月
18

日
に
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
２
０
４
０

年
に
は
電
力
の
20
％
を
原
発
で
賄
う

と
す
る
「
原
発
回
帰
」
「
原
発
推
進
」

政
策
で
す
。
政
府
は
稼
働
40
年
と
し
た

老
朽
原
発
の
延
長
と
原
発
新
増
設
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
な
ら
し
と

し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東

北
電
力
女
川
原
発
２
号
機
を
２
０
２
４

年
10
月
に
再
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。

他
方
、
風
力
、
太
陽
光
、
水
力
、
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
「
新
電
力
会
社
」
は
、
２
０
２
４
年

４
月
に
は
７
０
６
社
の
う
ち
「
撤
退
」

「
倒
産
・
廃
業
」
が
１
１
９
社
。
増
え

る
ど
こ
ろ
か
減
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島

沖
地
震
時
に
は
稼
働
し
て
い
な
か
っ
た

石
川
県
志
賀
町
の
志
賀
原
子
力
発
電
所

は
、
変
圧
器
が
壊
れ
、
消
火
設
備
が
作

動
、
物
揚
場
で
35
㎝
の
段
差
が
生
じ

ま
し
た
。
同
じ
石
川
県
珠
洲
市
で
は
原

発
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
反

対
運
動
に
よ
り
珠
洲
原
発

は
建
設
中
止
と
な
っ
て
お

り
、
珠
洲
市
で
は
「
原
発

が
な
く
て
良
か
っ
た
」

「
原
発
反
対
は
正
し
か
っ

た
」
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

幸
い
志
賀
原
発
は
停
止

中
で
し
た
が
、
仮
に
大
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
は
放

射
線
防
護
も
で
き
ず
、
避

難
経
路
は
道
路
寸
断
、
家
屋
倒
壊
な
ど

で
避
難
で
き
な
い
こ
と
は
自
明
で
す
。

地
震
大
国
日
本
、
巨
大
南
海
ト
ラ
フ

地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
海
ト

ラ
フ
周
辺
で
今
後
Ｍ
８
〜
９
の
巨
大
地

震
が
発
生
す
る
確
率
が
、
10
年
以
内

で
は
「
30
％
程
度
」
、
30
年
以
内
で

は
「
70
～
80
％
程
度
」
と
い
わ
れ
る

中
、
原
発
の
再
稼
働
、
新
建
設
は
狂
気

の
沙
汰
で
す
。

原
発
は
「
原
子
力
村
」
（
原
子
力

発
電
業
界
の
産
・
官
・
学
の
特
定
の
関

係
者
で
構
成
さ
れ
る
特
殊
な
村
社
会
的

社
会
集
団
）
と
言
わ
れ
る
利
益
集
団
が

国
民
の
声
を
無
視
し
て
推
進
し
て
い
ま

す
。

地震列島に 反省無き原発回帰策
「第７次エネルギ―基本計画」

原
子
力
発
電
業
界＝

産
・
官
・
学
の
利
益
優
先

原
発
推
進
に

１
８
０
度
転
換

原
発
事
故
か
ら

逃
げ
ら
れ
な
い

い
つ
で
も
起
き
る

東
南
海
巨
大
地
震

（能登半島沖地震・２４年１月）


